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た。 その一っは、紀元1世 紀か ら3世 紀にかけてのローマにお ける皇帝政治が 「元首政」
(Principatus)と 呼ばれ、共和政の伝統をふまえて、皇帝は元老院の第一人者(PrincepsSenatus).
であ り決して専制的ではなかったと一般に理解 されていること、いま一つは、キリス ト教がま
だ皇帝政治にかかわるイデオロギーとしては成長 していなかったこと、である。井上報告では、
ビザンツ帝国の皇帝権力は無制限の権力を行使できる専制的なものであったという学説 と並ん





ところで、皇帝を制約する 「書かれざる憲法」がビザンツ帝国に存在 した とい うこの魅力的
な説を、そのモデルになったローマ元首政時代の皇帝についてあてはめてみるとどうなるであ
ろうか。た しかに、元首政の時代でも、新 しく皇帝 となった者は即位に際 して元老院の承認 を
得、首都民衆や軍隊の歓呼を受けた。 しか し、これは皇帝決定後の完全な 「儀礼」に過ぎない。




団である元老院の議員たち(senatores)の 問でも 厂選挙」されたことなどない。 しば しば見 ら
れた父か ら子へ、兄か ら弟へ、あるいは養子縁組に基づく 「世襲」のケースでも、史実を子細
に検討すると、血のつなが りだけではなく、帝位を望む者は帝国統治を実際に担 う元老院議員
たちを党派 として組織化せねばならなかったことが判明する。
いま少 し具体的に述べておこう。初代皇帝アウグス トゥスと第2代 皇帝ティベ リウスの問に








の69年 に皇帝 として元老院の承認 を受けた老皇帝ガルバは、若い貴族のピソを養子にし後継
者 とすると発表 したが、これに反発したオ トーに扇動 された軍隊の手で、ガルバはピソととも
にあっけなく破滅 した。ピソを養子にすることは、ガルバに何の力も与えなかったわけである。
96年 に、「暴君」 ドミティアヌスの暗殺後に擁立されて皇帝 となったネル ウァも、先帝を思慕
する近衛隊や先帝時代の有力元老院議員たちの圧力でその政権はたちまち危機に瀕 したが、懸
命にもネル ウァは、若 くて力を持たぬ貴族ではなく、中年の実力者で属州に大軍を擁 した トラ
ヤヌスを養子にすると発表 し、難を逃れた。ネルウァとトラヤヌスの問には何の血縁関係もな
かった。その養子 とされた トラヤヌスは、実力者で強大な軍事力を有していたにもかかわらず、
ネル ウァの死後す ぐに首都ローマに入ることはしなかった。おそらくネル ウァを苦しめた先帝
ドミティアヌス支持グループに対する政治的対抗措置をとって、自らの皇帝政治に支障がない
ように政治支配層を再編 した上で、首都に入ろうとしたため、時間がかかったのである。 さら
に、その トラヤヌスの跡を襲った皇帝ハ ドリアヌスは、 トラヤヌスの死の際に養子 とされたと
い うことで117年 に即位 したが、養子縁組の状況は不透明で周囲から疑われた。彼の登位は、
具体的には麾下の軍隊の歓呼を受けたことよるものに過ぎなかった。そのため、即位直後に4






「ユ リウス=ク ラウディウス朝」「フラウィウス朝」 「アン トニヌス朝」そして 「セウェルス朝」
といった 「王朝」が形成 されたのである。 こうした王朝が交替する際の激 しい武力衝突による
新たな皇帝の決定はもちろんのこと、王朝内部での 「静かな」皇帝位継承の時ですら、政治的




てお り、他の政治支配層の人々との問にそ う大きな隔た りをもたなかったか らである。















存在するローマ社会特有の 「保護=被 保護関係」の頂点に立ち、領内の全住民と全軍隊のパ ト
ロンとい う存在なのであった。すなわち、「法律外的な」(extra-lega1)存 在なのである。これ
が、20世 紀中頃までに出来上がったローマ皇帝権力に関す る社会史的解釈 といってよいもの
である。
こうした 「保護=被 保護関係」を基軸におく考え方は、今後再考す る必要があるかもしれな
い。とい うのも、このローマ社会特有のバ トロネジ関係に即 してローマ皇帝権力を定義 しよう
とする考え方は、皇帝政治成立以前の共和政時代の政治や社会について、このバ トロネジ関係
が決定的な力を持っていた という学説の延長上にあるからである。この学説は ドイツの学者マ
ティアス ・ゲルツァーの1912年 の画期的論文によって唱えられ、長 らく通説の地位を占めて





定説が形成 されぬまま今 日に至っているが、少なくとも従来のように、すべてをバ トロネジに





potestas)、 以上の3法 的権力を元老院か ら与えられた、 「法的存在」であったと一部の学者
は強調 したが、これらの3権 を同時に、かつ常時保持するとい う点で、共和政以来の国制の伝
統をローマ皇帝は超越 していた。そして、紀元1世 紀から3世 紀に向かって、この皇帝権力は
いっそ う伝統的な法や法慣習に縛 られないようになると一般に説明 されてもいる。 「法から解
き放たれ る」 とは、ラテン語でいえばablegibussolutusestで 、よく知 られている 「絶対的
な」 とい う意味の英語の単語(absolute)の 語源であるが、要するに、元首政時代の後半になる

















かけに 「我 らの主人」とい う意味をもったものが頻繁 に現れ、皇帝の家にも 「神聖な」(sacer)
とい う形容詞が付 くようになる。また、皇帝に 「不敗の」(Invictus)な どとい う称号が追加 さ
れるようになり、皇帝礼拝が強化されるようになる。その行き着いたところに、「ペルシア王
の流儀」の導入がなされるようになった。3世 紀末に混乱した帝国を再び統一 して帝国を再建












ていた。皇帝は存命中、刑事訴追を受けなかったが、死亡すると、 ドイツの大学者テオ ドー ル ・
モムゼ ンが 「死後裁判」(Totengericht)と 呼んだよ うに、元老院によって生前の行為の善悪
を判断 され、善帝と認められれば神格化されて国家神の列に加えられたが、一方で、悪帝、暴
君と判断されれば、その統治行為や存在の記憶す ら抹消 されたのであった。善帝とされた場合、
神格化の手続がとられるが、紀元1世 紀の うちは元老院会議で議員の一人が亡き皇帝の 「昇天」
を証言すればよかった。例えば、初代皇帝アウグス トゥスが死んで火葬による公葬が済んだ後、
元老院会議で元老院議員、ヌメ リウス ・アッティクスがアウグス トゥスが昇天するのを見たと






跡に何も残 らない、ラテン語のオ ッシレギウム(ossilegium)、 つま り 「骨拾い」が要らないわ
けである。あとに何も残らないことが皇帝の昇天を意味 した。もう神格化のための議員の証言




の学者たちが創造 した、いわゆるオ リエンタリズム(Orientalism)の 産物であるとい うことが












equester)の 上層とに立脚 した体制であった と私は考えている。 この帝国貴族は、豊かな土地
所有者で、出自は様々であるものの、政治 ・軍事を担当するとともに、貴族的な生活様式を実
践することで自らが帝国統治者にふ さわしい権威 を有することを示そうとした人々であった。
彼 らは首都や出身地である都市共同体に贈与 ・恩恵を施 して福祉に貢献したり、同じ階層の人々
の間で文芸や書簡のや りとりでもって交際す るなど、文学的営為に励んだのである。美 しい言
葉で語 り美文を綴るに必要な 「修辞学」の知識は、彼 らにとって大切なエリー トの証であった。
ところが3世 紀の中頃から、つまり一般に 「軍人皇帝」の時代 と呼ばれる頃になると、帝国の
軍事的危機の中で、国境地帯で国家を守る軍隊が自らの司令官を皇帝 として擁立するようにな
り、帝国辺境出身のたたき上げの軍人が皇帝 となってゆき、それまでの帝国貴族たちから皇帝
政治が遊離するようになっていった。皇帝 自身だけでなく、帝国の政治 ・軍事を担 う者たちも、
おおむね 「修辞学」 とは縁の薄い人々になった。この体制を極限まで押 し進め、元老院議員た
















真に理解するためには、彼 とその周辺の人々を日常生活のレヴェルか ら吟味 し、実質的にどの
程度の 「権力」を行使できたのか確かめるとい う基礎的な作業を経る必要があると思われるが、
少なくともローマ帝国史においてはその課題はまだ充分行われていないような気がする。総 じ
て、皇帝、そ して帝国を理解する研究は、無限に課題のある、しかしそれだけや りがいのある
貴重な作業なのである。
※ 本稿で論 じた元首政時代のローマ皇帝に関する議論は、下記の書物や論文において公表し
た私の研究の成果に基づいている。
『ローマ皇帝とその時代 元首政期ローマ帝国政治史の研究 』創文社、1995年
『ローマ五賢帝一 「輝ける世紀」の虚像と実像 』講談社現代新書、1998年
「ローマ皇帝政治の進展と貴族社会」『岩波講座世界歴史4』 所収、岩波書店、1998年
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